
  

 

【取組・プロジェクトの概要】 

簡潔にご記入ください。（推奨フォント：MS ゴシック、推奨サイズ：10.5pt 以上） 

またＡ４用紙 1 枚(本ページ内)に収めること、超過分は審査対象から外れます。 

[連携の目的] （400字以内） 

Dialogue OS とは、人と AI が共通コード（技能 ID）を介して対話を伴う仕事を構造的に理解し、教

育・評価・改善・AI協働を一体的に設計する共通アーキテクチャである。生成 AIや AIエージェント

の急速な普及により、顧客対応、営業、医療、行政など対話を基盤とする仕事は大きな転換期を迎え

ている。しかし、多くの企業では AI 導入が先行する一方、現場の仕事は依然として経験や勘に依存

し、人と AI が共通に理解できる仕事の基準が存在しない。また、AI 開発でも回答生成が先行し、人

と AIが協働するための対話設計という共通原理は十分に確立されていない。本プロジェクトは、厚生

労働省団体等検定制度への申請を進める顧客電話対応能力検定で体系化した技能 ID を基盤に

Dialogue OSを社会実装し、AI協働人材を育成するとともに、多様な分野へ展開し、人間中心の AI社

会の実現を目指す。（383文字） 

 

[連携の内容] （400字以内） 

Dialogue OS の社会実装には、「設計」「人材育成」「教育」「評価・改善」を一体化した仕組みが必要で

ある。本プロジェクトでは、一般社団法人 CS スペシャリスト検定協会が技能 ID を職業能力として体

系化し、AI協働人材の社会標準化と、技能 IDに基づく人材育成モデルの普及を推進する。K&I パート

ナーズは、技能 IDおよび Dialogue OS の設計と標準仕様を担う。ユームテクノロジージャパンは、技

能 ID を活用した学習コンテンツと、AI ロールプレイによる実技トレーニングを学習プラットフォー

ム上で提供し、AI協働人材を育成する教育基盤を構築する。東芝は、音声認識、生成 AI、応対品質評

価の各技術を活用し、AI 協働業務における評価・改善基盤の実証と社会実装を担う。4者が専門性を

結集し、設計から人材育成、教育、評価・改善までを一体的に実現することで、持続可能な AI 協働社

会の社会実装モデルを構築する。（395 文字） 

 

[連携の効果] （400字以内） 

本プロジェクトにより、顧客対応を起点として、営業、医療、行政など対話を基盤とする仕事は、AI

を利用する業務から、人と AIが協働して価値を創造する業務へ転換する。働く人は、自らの仕事を共

通コードで構造的に理解し、AI に任せる領域、人が担う判断、人と AI の引継ぎ条件を設計・評価・

改善できる AI 協働人材へ成長する。また、AI 開発者は、対話設計という共通原理のもとで、人と AI

が同じ基準で仕事を理解し、協働できる AIエージェントの開発を進めることが可能となる。Dialogue 

OS は、AI に仕事を置き換えさせるための技術ではなく、人が AI 協働を設計・評価・改善し、人間中

心の DX を主導するための共通基盤として、将来の社会や産業の在り方に革新をもたらすことを目指

す。さらに、教育・評価・AI 開発が共通コードで連携することで、産業や組織を超えた AI 協働の社

会基盤形成に貢献する。（385文字） 

 

 



  

 

【連携の目的】社会的ニーズへの貢献について 

必ず箇条書きで簡潔にご記入ください。（推奨フォント：MS ゴシック、推奨サイズ：10.5pt 以上） 

Ａ４用紙 1 枚(本ページ内)に収めること、超過分は審査対象から外れます。 

【AI協働社会を支える「共通コード」の社会基盤を構築】 

・少子高齢化による人手不足を背景に、顧客対応、営業、行政、医療等では、人と AIが協働する 

 業務への転換が急速に進んでいる。 

・政府は、AI協働社会の実現、AI・デジタル人材育成及び AIを活用した業務変革（AX）を重点政 

 策として推進している。  

・一方、人と AIが仕事を共通に理解し、教育・評価・改善・AI開発を一体的に運用するための 

 標準基盤は整備されておらず、産業横断で活用できる共通ルールの構築が求められている。 

・本プロジェクトは、共通コード「技能 ID」を中核とする Dialogue OSを社会実装し、人と AIが 

 同じ基準で仕事を理解・学習・評価・改善できる AI協働基盤を構築するとともに、将来の AI 

 協働社会を支える新たな社会インフラの実現を目指す。 

【図 1】社会課題から社会実装まで 

【図 2】政府政策との整合 

 

【図 3】社会的インパクト・社会目標 

 


